
デザインを実現する先端 - 基B研究、技術開発
未来デザイ1ンとシナリオの実現/二向/ナてキーとなる、先端・基盤研究、技術開発/二ついて検討する。

(項日イメージ)※今後具体的に検討

・工マージング (新興・融合領域)、 量子科学技術
フロンティア、 レジリェンス、 国家基幹技術、 リアルテック
AI、バイオテクノ口ジー、ナノテク・材料、ムーンショット
STI for SDG s

国際優位性のあるインフラ

工学・エンジニアリング 等

科学技術政策を推進するために今後重要となる活性化・推進方策

科学技術政策を推進するため/二今後重要となる活性化・推進方策/こついて検討する。

,人文学・社会科学との分離からの脱却

社会の要請・需要(ELSI、技術流出、研究公正 等)

人材(初等中等、リ力レント教育含め)

国立研究開発法人(と大学等)の今後の役割

広報戦略

評価の在り方(前向きな目標設定とその評価)

人材(就職問題 等)

新陳代謝、 構造改革を促進するための (インセンティブのある)方策 等
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総合政策特別委員会
(第25回)H31.4 .18富i, 状認一 '

・デジタル革命やグローバル化の進展により、社会の資本集約型から知識集約型への大転換が加速し、society 5.0の実現に向けて、イノぺーツョン創出のプ[I -lセスは変化を続けており、
イムシフトがもたらされている。
・このパラダイムシフトに当たり、既存の制度や社会構造を前提とした従前の政策モデルのままでは、変化に対応し、主体的に変化を先導することは困難である。
・米中の技術覇権争いやブレグジットなどの地政学的な状況の変化により、 国際的な科学技術協力のパートナーとしての我が国への期待が近年になく高まる中、 次期基本計画の5か
長期的な我が国の趨勢を決定づける重要なタイミングであり、決断と実行の先送りは許されない。
・このようなパラダイムの転換を迎える中で、我が国の強みと弱みを認識しながら、世界に先駆けて、社会を変革する先端テクノロジーの源泉たる基礎研究を強化し、その成果を基に持lll
を可能とするととtに、人間中心のインクルーシブな社会を実現していくことが必要である。
・少子高齢化、都市部一極集中、労働力不足といった我が国が抱える社会課題やSDGsに示される人類共通の課題を、科学技術の力で先頭を切つて解決し、世界に発信する責務1
・また我が国は、先進技術の受容性が高く、医療や交通、製造など高い安全性・信頼性が求められる技術 (リアルテック) に強みを有しており、更に国際貢献とジャパンブランドにより
こうした中で、いち早くSocietv5.0を打ち出した我が国が、令和の時代の幕開けとともに、新たな社会像の具現化に向けて世界をリードしていくぺき。

社会システム全体にパラダ

i1. (2021̃2025)は、

的にイノぺ一ションの創出

ll1課されている。
:tt界における信頼も大きい,

知識集約型社会に移行し、先端テクノロジーを駆動力としてイノぺーションプロセスが
変化し、不確実性が加速する中、多様性の確保が重要

社会システムの八°ラダイムシフトが進行する中で、スビード感を持つて変化に柔軟に
対応し、 持続的にイJlぺーションの創出が可能となるシステムを構築することが必要

_ ___- 一一 場当たり的な対策からの脱却とシステム全体を見据えた抜本的対策
価値創造の源泉となる基礎研究力の戦略的な維持・強化が必要

社会のパラダイムシフトに柔軟に対応し、それを先導できる
新たな科学技術イノぺーションシステムの構築が必要

①挑戦的・長期的・分野融合的な研究の奨励 ①知識集要価値創造之ステ、ム空中核としての
例・失敗を恐れず挑戦が当たり前となる研究文化の再構築 新たな大:子:'研究開発法人ツスァムの構築
挑戦的・長期的・分野融合的研究と多様性の確保を奨励するファンディングシステム 例・産官学共創の進化、大学経営力の強化、地域活性化、社会の課題解決、
実績だけでなく、アイデアや挑戦を重視する評価システム 大学発ぺンチャ一支援の強化 等
人文社会科学と自然科学との知の融合 等

②若手研究者の自立促進・キャリアパスの安定 ②デジタル革命による新たな研究開発の推進
例・若手̃中堅のテニュアポストの増、ア力デミア外の活躍の促進や博士課程学生への手厚い 例・Al支援型研究、データ駆動型研究の推進
支援により将来の安定したキャリア八°スを提示 ・オープンサイエンスの推進による新たな知の創出
萌芽的研究や若手研究者に対する独立支援の拡大 等 ・研究情報インフラ(S INET等)の高度化等

③世界最高水準の研究環境の実現 ③インクルーシブ・イノぺーションを先導するシステム
例 ' 最先端の研究施設'設備、研究支援体制を備えた研究拠点の整備 例・地域(地方大学等)、民間、女性、シニア等あらゆる担い手の力を
共用を文化として根付かせ、組織全体で研究設備・機器を集約・共用(コアファシリティ化) 最大限発揮等
スマートラボラトリの促進

技術職員の育成'活躍促進やキャリア八ス構築 等 ④イノベーションの担い手のキャリアシステムの革新
④国際連携・国際頭脳循環の強化 例 ・産官学流動化の促進、キャリアの複線化、ホ ー トフォーリオヮーキング 等

例・国際共同研究の強化、研究機関の国際化、国際流動性の促進等

le 、 _ ,本,、、、 ,. ⑤政策イノぺーション

⑤例我常襲室文常空・き義原業里認解養見) の重視など我が国に強みの一 ; 業 構 経 構 器 基 器の構i
科学と産業(出口)に強みを持つ分野の戦略的推進と知財戦略 、オープン・クローズ戦略
社会課題の解決・未来社会ビジョンからのバックキャストと、科学技術の
潮流からのフォアキャストの双方の視点を考慮した研究戦略の立案 等

大学改革
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今後のスケジュール (案)

総合政策特別委員会

2020年3月 最終とりまとめ
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